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熊本大学と包括的連携協定を締結

当社(東京都千代田区外神田４丁目１４番１号 資本金：３６４億円 社長：河野 正樹)は、本
年２月１６日から熊本大学（熊本県熊本市黒髪２丁目３９番１号、﨑元 達郎学長）と包括的連携
協定を締結いたしました。

熊本大学は創立以来、地方に立地する中核的国立大学として、その役割を果たしてきました。
この間、大学院医学薬学研究部、自然科学研究科および社会文化科学研究科という三つの領域に
博士課程を有する大学院機能を整備し、「人の命・人と自然・人と社会」の科学を営む拠点的大学
として、２１世紀ＣＯＥプログラムの拠点研究をはじめ、世界的にも評価の高い研究分野を形成
しています。また、地域共同研究センター、生涯学習教育センター、政策創造研究センターなど
の体制を整備し、産学官連携・地域連携に先進的かつ積極的に取り組んでいます。

一方、当社はハイレベルな技術立社を目指して、製錬、環境・リサイクル、電子材料、金属加
工、熱処理などの幅広い分野において資源循環型の事業を展開しています。環境・リサイクル事
業では、廃棄物処理、土壌浄化、金属リサイクルなどを国内最大の規模で総合的に展開しており、
また、電子材料事業では、磁気記録用メタル粉など多くの世界トップシェアの材料を開発し、市
場に供給しています。昨年１０月には持株会社制を導入し、各業界でＮｏ．１を目指し、グルー
プトータルの利益の最大化を図れる体制を整えました。

当社と熊本大学は今回、互いに有する資源の相互利用と緊密な人的交流により、大きな研究成
果が期待できると判断し、包括的連携協定を締結しました。これまでも両者は電子材料や金属加
工の分野で複数の共同研究を展開してまいりましたが、今後は組織的な協力の下、技術討議およ
び情報交換、研究課題の相互連携、研究者の派遣、インターンシップの受入、設備の相互利用を
行うとともに、今まで以上に幅広い課題についての共同研究などを予定しています。特に、新規
事業・製品開発のための共同研究・委託研究テーマを拡大し、世界トップレベルの事業・製品群
を育んでまいります。

この包括的連携協定を機に当社と熊本大学では、両者の研究成果と技術力を結合し、産学の連
携を推進することにより次世代技術の開発を目指すとともに、学術研究の振興ならびに社会貢献
に努めてまいります。
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